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一下野地域の検討を中心として一
草野　潤平
　古墳時代から律令時代への過渡的段階に当たる7世紀において、列島の各地域社会は畿
内政権が推進した国家形成に向けての施策を受け、在地的な枠組みの解体を迫られた。と
りわけ列島屈指の終末期古墳が数多く造営された関東地方の場合、律令社会への変質過程
を描くにあたって、前時代的モニュメントである墳墓の分析は避けて通ることができな
い。本発表では、在地色が強く畿内地域との関連が稀薄な下野地域南部をケーススタディ
として検討を行う。
　当該地域に関する既往の研究では、思川・田川水系という比較的大きな地域的範囲のな
かに大型古墳の営まれた箇所が複数存在すること、またそれらの首長墓が「下野型古墳」
と定義される独特な墳墓様式によって結びついた強い同盟関係を示していることが論じら
れている（秋元・大橋1988）。さらに中小規模古墳も含めた悉皆的な古墳集成をもとに古
墳のまとまりを抽出し（古屋ほか2005）、各単位地域の墳形・墳丘規模構成や首長墓・群
集墳の築造状況を通覧すると、古代の郡領域に対応するような地域圏の存在に気づかされ
る（草野2007）。すなわち古墳時代の地域的まとまりを温存するかたちで、後の郡（評）
域が設定されたと捉えることができる。国造領域の解体および行政的地域区分の編成を企
図した評制施行が孝徳朝において難航し、当該地域では7世紀第3四半期後半に至って評
衙の成立をみた可能性が指摘されている点を勘案するならば、如上のような郡（評）域の
設定原理は在地首長層の懐柔策として案出されたとも考えられよう。
　ところで、評制に先立つ国造制施行段階の考古学的事象として、前方後円墳消滅後の大
型方・円墳の築造が重要視されている。下毛野国造の奥津城は、思川流域に営まれた直径
82mの壬生車塚古墳をあてる意見（白石1990）が主流であるが、田川流域に位置する同
規模の円墳として下石橋愛宕塚古墳の存在が注目される。墳丘形態・石室構造の共通性の
高さから両古墳が有意な関係をもって築造された点に疑いはなく、また下石橋愛宕塚古墳
に近接する御鷲山古墳の存在をも考え合わせると、下石橋愛宕塚古墳が壬生車塚古墳の築
造に際して影響を与えた国造墳墓である可能性が考えられる。国造が単なる在地首長では
なく、畿内政権に任命された地方官としての性格を有する点を念頭に置いたうえで改めて
古墳分布状況を見てみると、壬生車塚古墳が位置する都賀郡域では拠点的な偏在性が目立
つのに対して、下石橋愛宕塚古墳が位置する河内郡域では拮抗する勢力の分散傾向が窺え
る（草野2007）。後者の状況を畿内政権の入り込む余地があるものと評価したい。
　7世紀後半になると、同じ河内郡域に極めて畿内的様相の強い多功大塚山古墳が営まれ、
以後それまで隆盛を誇っていた都賀郡域を含め墳墓造営が停滞してしまう。こうした状況
は上野地域などの古墳消滅過程と異なり、地域毎の実情を甚斗酌した比較検討が必要である。
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はじめに
　①報告者の研究課題と本報告の目的
　　●古墳時代から律令時代への過渡的段階に当たる7世紀史の実相解明
　　●国家形成を推進した王権中枢部ではなく、社会変化の時代にあって対応を迫られた
　　　地域社会、とりわけ当該期において列島屈指の終末期古墳が数多く造営された関
　　　東地方を対象領域とする。
　　●ケーススタディとして、下野地域の政治的中枢である栃木県南部を取り上げる。
　②下野地域における後期古墳の特色
　　●独特な首長墓様式の地域的展開：「下野型古墳」の提唱（秋元・大橋1988）
　　　・「基壇」と呼ばれる幅広で低平な墳丘第1段／埋葬施設を前方部に設ける（第1図）
　　　・共通した企画による築造→首長連合とも目される強い同盟関係の存在を想定
　　●後期古墳の埋葬施設の系譜が畿内以外：切石組石室の遡源候補は出雲・伯書・九州
　　　墓室内への土器埋納が基本的に認められない：新来の黄泉国観念に基づく儀礼の欠如
　　　→6世紀後半～7世紀前半にかけての墓制に畿内の影響が稀薄（土生田1996）
　③研究史の概観と問題の所在
　　●首長墓の立地・動向に注目した地域設定（秋元・大橋1988ほか）
　　　→問題点：中小規模古墳も含めた地域相の把握が必要
　　●大型古墳の集中域に営まれた壬生車塚古墳を下毛野国造の墳墓と想定（白石1990）
　　　→問題点：7世紀後半に田川流域が政治的中枢として機能することと矛盾
1．下野地域における後期・終末期古墳の地域的まとまり
①下野南部の悉皆的な古墳集成：学術フロンティア推進事業の一環（古屋ほか2005）
　●思川・田川水系の東西20km×南北30kmの範囲に1000基以上の古墳が存在（第2図）
　●古墳の分布状況、地形区分にもとづき、A～Yの25単位地域を設定（第3図）
②25単位地域の古墳の内容を分析：様相の違いから3つの地域圏を抽出（草野2007）
　●【分析1】墳形・墳丘規模の単位地域別比較
　　　・前方後円墳の分布状況の違い：集中する思川水系と分散する田川流域（第1表）
　　　・大型古墳（60m以上）の分布状況、中小規模古墳の築造状況の違い（第4図）
　●【分析2】首長墓の築造状況
　　　・5世紀段階から6世紀前半にかけて連綿と営まれた首長墓系列の存在
　　　　：国分寺地域（D），寒川地域（1），東谷・磯岡地域（T）を核とする（第5図）
　●【分析3】群集墳の築造状況
　　　・同一群集墳で竪穴系埋葬施設から横穴式石室へ継続的に移行する事例の存在
　　　　：飯塚古墳群（D），牧ノ内古墳群（H），琴平塚古墳群（T）など（第5・6図）
　　※3つの地域圏が古代の郡領域【都賀・寒川・河内】に対応（第7図）
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2．首長墓石室の展開過程
　①壬生車塚古墳（直径80m）の位置づけ
　　●前方後円墳消滅後の大型円墳で、大型古墳の集中する思川流域に位置（第8図2）
　　●墳丘形状・規模・石室の共通性から、田川流域の下石橋愛宕塚古墳との関連性が強い
　　●御鷲山（S：6c後半）→下石橋愛宕塚（Q：6c末葉）→壬生車塚（C：7c前半）
②剖り抜き玄門を有する切石組石室の展開過程
　　●古段階に位置づけられる吾妻岩屋古墳（D）と上三川兜塚古墳（V）の前後関係
　　　・玄門の特徴から上三川兜塚の先行性を指摘する見解がある（申村1996）
　※石室の展開過程からは、下石橋愛宕塚古墳を下毛野国造とする可能性も考えられる
3．多功大塚山古墳の成立とその後
　①多功大塚山古墳（R・7c第3四半期）の異質性（第9図）
　　●墳丘形態：一辺54mの大型方墳
　　●石室形態：ブロック状切石を積み上げた横口式石榔
　　→鉄釘出土から想定される木棺使用も含め、畿内的様相が強い（秋元2005）
　②7世紀後半の墳墓造営が停滞（上野地域や南武蔵地域における古墳消滅過程との相違）
4．結語
　●関東各地域における7世紀史の多様性　地域毎の実情を念頭に置いた比較検討が必要
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第2図　栃木県の古墳分布状況
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第4図　各単位地域の墳丘規模構成（20m以上）
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第5図　各単位地域における首長墓・群集墳の消長
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第6図　竪穴系埋葬施設から横穴式石室へ
　　　　　継続的に移行する群集墳
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